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ビルマ語の指示限定詞 dì の解釈に関する試論




This paper will discuss the Burmese demonstrative determiner “dì”, which means “kono”
(“this”) and “imano” (“now”) in Japanese. My work proposes that “dì” imparts the meaning of 
“imano”. As a result, the paper demonstrates that: (1) the indication of the spatial and temporal 
position of the deictic expression “dì” may indicate the current position and the near past; (2) the
misalignment of time occurs when “dì” is used in the Japanese meaning of “imano”; (3) potential
contextual information likes old information and shared knowledge is added when “dì” is used in
the Japanese meaning of “imano”; (4) it is necessary to classify “dì” into the function of “deictic
with a particular anaphoric” in the cases that indicate the near past and when the misalignment of 
time occurs and potential contextual information is required; and (5) finally, the deixis can be used 
because the anaphora is in existence rather than the anaphora being derivative upon the deixis.
From the above linguistic discussion, I argue that it is necessary to rethink the function of 
demonstratives, and reconsider the idea that “anaphora is derivative upon deixis” (Bühler 1934, 
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0．はじめに
　指示表現は直示由来であり、Bühler(1934)1 ; Lyons 













































dìhà, ʔɛd́ì, ʔɛd́à, ʔɛd́ìhà, hò, hòhà（hăwà）といった語句
のことを指す。ビルマ語の指示詞は指示限定詞と指示
代名詞の 2 つに分けることができる。指示限定詞とし
ては dì, ʔɛd́ì, hò がある。指示代名詞は、さらに位置指
示代名詞の dì, ʔɛd́ì, hò と非位置指示代名詞の dà/ dìhà, 
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  2.1.  ドキュメンタリーのシーンで現れた dì
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dì + N (+ CM)
「この」
ʔɛd́ì + N (+ CM)
「その」













































































(1)   dì   yătʰá














例 (2) と例 (3) は指示詞を使わずに表現する場合の例
である。
(2)   ʔăɡû   yătʰá











　例 (1) と例 (2) でみられるように、ビルマ語の dì 




































(5)   ʔăɡû    ʔămâ











　例 (4) の dì ʔămâ には「この姉さん」という意味と、「今

















(6) のように ɡûnâ「先」を用いて ɡûnâ ʔămâ「先ほどの
姉さん・今の姉さん」という表現を用いる。また、例









































(7)   乞食のシーンがテレビのスクリーンに映し出さ






















の会話に現れる女子留学生 4 人を仮に「A: 留学生 1、B:
留学生 2、C：留学生 3、D: 留学生 4」とする。
　まず、この 4 人の関係を概観する。A と B は同級





A・B があまり親しくない D と会う機会があって、D
が席を離れている間に成立した会話である。A と B
の会話が成立した時には D はもう視界内にはない。C
も発話現場に現れない。この会話では、特に C と D















B(d) が dì を用いて新しく導入した人物がどの ʔămâ（姉
さん）のことを指しているのかをすぐに理解し、二人
の会話がスムーズに進行している。
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A(a): lăpʰɛʔ pà=tɛ̬=̀lè pyàɴ=yìɴ
 tealeaf attach=vs.rls=fp return=cond
 kòuɴbíɴnì tw̪á=pí=tɔ̬̂







B(a): ʔé.    nyâ   câ=yìɴ          to̪uʔ=sá=mɛ.̀
 yes.    night   reach=cond      toss=eat=vs.irr
 nyâ   câ=yìɴ          to̪uʔ=sá=mɛ.̀
 night   reach=cond     toss=eat=vs.irr
 うん、夜作って食べる。夜作って食べる。
A(b): pyàɴ=yìɴ.   nîɴ=hmà     kʰăyáɴjìɴt ̪í̬=tw̬è
  return=cond    [2].obl=loc     tomato=pl
 bà=tw̬è        hyî=lá.





A(c): kʰănâ nè tw̪á-wɛ=̀laiʔ=mɛ.̀




  cabbage buy=vs.irr
 キャベツ買おう。
B(c): ɡɔb̀ì=yɛ ̀        kʰăyáɴjìɴ=yɛ ̀  to̪uʔ-sá=mɛ.̀
  cabbage=and      tomato=and          toss-eat=vs.irr
キャベツと、トマトと、作って食べよう。
A(e): ʔămâ=kò̬=p̬à kʰɔ=̀laiʔ=mɛ.̀
  sister=acc=also call=aux=vs.irr
  姉さんも呼ぼう。
B(d): ʔé. ʔămâ-pʰyópʰyó=k̬ò.
  inter sister-name=acc
 dì ʔămâ=kò̬=kɔ̬.́
  this sister=acc=q.contr
 dì ʔămâ=kò̬…mă=káuɴ=p̬à=bú=nɔ.̀
  this sister=acc…no=good=pl=neg=fp
 dì ʔămâ=kâ̬…ʔălouʔ=twè bà=tw̬è…





A(f): ʔălouʔ=nɛ=̂sʰò=tɔ̬ ̂ ʔíɴ…
 work=com=say=sc  inter
 仕事があるから…うーん。
B(e): ʔămâ-pʰyópʰyó=kò̬ kʰɔ=̀laiʔ.
 sister-name=acc  call=aux
 nyâ=câ=yìɴ  to̪uʔ=sá=mɛ.̀
 night=reach=cond  toss=eat=vs.irr
ピョーピョー姉さんを呼んで、夜作って食べ
よう。
A(g): nyâ câ=yìɴ  to̪uʔ=sá=mɛ.̀



















































































　以上 3.1. と 3.2. で述べた指示限定詞 dì の解釈を決









































空間的位置 物理的距離あり ○ ×
指示対象が発話現場に
存在してよい
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-: 語内の形態素境界，=: 接語境界，スペース：構成素境界，/: 自由交替，acc: 対格（accusative），
aux: 助動詞（auxiliary），cond: 条件（conditional），contr: 対比（contrastive），com: 共格（comitative）， 
dem: 指示名詞（demonstrative noun），dim: 指小辞（diminutive），exp: 経験（experience），fn: 形式名詞
（formal noun），foc: 焦点標識（focus marker），fp: 終助詞（final particle），inter: 間投詞（interjection）， 
irr: 叙想法（irrealis(mood)），loc: 所格（locative）， nc.: 名詞節標識（noun clause marker）， neg: 否定（法）
（negative(mood)），nom: 主格（nominative），no/not: 否定辞（negative marker）obl: 斜格（oblique），m: 
男性用語（Male speakers），name: 固有名詞（proper name），pl: 複数接辞（plural affix），pupr: 目的（格）
（purposive(case)），Q: 疑問助詞（question particle），rls: 叙述法（realis(mood)），sc: 場面変化（scene 
change），vs: 動詞文標識（verb sentence marker）
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注
 1　Bühler(1934) の説においては、加藤重広（2004）による『日本語語用論のしくみ』p. 175 の記述を参照した。
 2　ビルマ語はミャンマー連邦共和国の唯一の公用語で、主として日常発話に用いられる口語体と専ら書記に
用いられる文語体とがある。
 3　本稿での音韻表記は岡野（2008）に従う。頭子音（阻害音） p-, pʰ-, b-; t-̪, d-̪; t-, tʰ-, d-; s-, z-; c-, cʰ-, j-; k-, 
kʰ-, ɡ-、（共鳴音） m-, hm-; ny-, hny-; n-, hn-; ŋ-, hŋ-、（その他）ʔ-, h-、介子音 -y, -w、母音（単母音）-a, -i, 
-u, -e, -ɛ, -ɔ, -o、（二重母音） -ai, -au, -ei, -ou、末子音 -ʔ, -ɴ、声調 –̀(22), –́(44), –̂(41)（軽声音節）-ă。頭子音
の規則的有声化については -̬ で示した。
 4　指示代名詞のdìhà, ʔɛd́ìhà, hòhàは指示限定詞と形式名詞hàが複合した形式で「これ（＝この+もの）、それ（＝
その + もの）、あれ（＝あの + もの）」に相当する。さらに dìhà、ʔɛd́ìhà には融合形式の dà、ʔɛd́à がそれ
ぞれ存在する。hòhà にも融合型 hăwà が存在するが、あまり使われない。
 5　下線部は本稿で付したものである。
 6　なお、本稿での研究対象は日本語の「この」と「今の」の両方の意味に対応するビルマ語の現場指示とし
て用いられる指示限定詞 dì を中心に考察するものである。ʔăɡû と ɡûnâ については本稿を進めていくため




 8　本稿で扱った自然会話の用例は、岡野賢二氏（2016 年 3 月 14 日収集）に音声データを提供していただいた。
ただし、2017 年 8 月 31 日現在ではデータの整理がまだなされておらず、筆者が試験的にデータ整理のた
めの作業を行っているところである。なお、本稿の用例として掲載するにあたり、会話参加者の承諾を得た。
 9　現場指示の場合、dì は近称、ʔɛd́ì と hò は遠称に分類される（拙論 2015 を参照）。
言語・地域文化研究　第 ₂4 号　2018

